
見えない情報に真実を探る。
　やがてロボットと人が協力して生活を行う時代がやっ
てくると予想される。そのロボットを動かすための仕組
みをデザインするのが制御工学だ。現在の技術では、
例えばロボットと人が一緒にものを運ぶ時、人がロボッ
トに合わせて力や動作を調整しないとうまく運べない。
人と人の“あうんの呼吸”のようなタイミングの合わせ方
を、どうやってロボットに備えるのか。櫛田大輔 准教授
は、 人体から発せられる生体信号など目に見えない情
報を可視化することでロボットに人間の動きや気持ちを
理解させる“定量化”の研究に取り組んでいる。
　人の感覚を定量化することで、例えば医療現場のリ
ハビリテーションの進行状況をコンピュータが自動で管
理したり、人間が直感的に判断を下す時のように過去
のデータから最良の判断ができる機能を備えたロボット
が手術したり。初めて海外に行った時の感動や、失恋
の心の痛みも「制御工学的にちゃんと説明できる」との
こと。心情的なことに左右されるあいまいな感覚を捉
えて、人の生活に役立てようと日々奮闘する。

「できたら面白い」と思うことが大事。
　あらゆる分野で定量化技術の応用を目指し、鳥取
大学医学部や県内外の複数の企業と連携した研究も
進める。学生たちが他学部や企業との打ち合わせで、
自ら作った資料を基にプレゼンテーションすることもあ
るといい、「私も大学時代に、医学部や企業の皆さん
と共同研究することで貴重な社会勉強ができた。自分
が教員になった今は、その時の恩を学生たちに返すよ
うな意識で共同研究に臨んでいます」。病院などで患
者がベッド上でとる姿勢から転倒する可能性を予想す
る見守りシステムや、スポーツ選手の体力限界や怪我
を予見・予防しながらギリギリまでトレーニングで追い
込むためのシステムなど、既に商品化に向けて動いて
いるものもある。
　これまでの人生を「いろいろな人の影響を受けて今
の環境に至った」と振り返り、「ちょっとしたことで人生
は大きく変わる。他者の言葉に耳を傾けて、素直に受
け入れられる純粋さを持ってほしい。無理だろうとあき
らめるのではなく、できたら面白いと思うことが、特に
工学の分野では大事」と少年のような瞳で語った。
［取材：2019年10月］

制御なくして機械なし。
ロボットに人間の動きや
気持ちを理解させる。
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